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ナーくしろ2005」が8月6日、釧路市生涯学習セン
ターで開かれました。
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失敗してもいい
若者は情熱と挑戦

AQUACULTURE ROAD漁業士発―――――アクアカルチャーロード 

大樹漁協の花川慶一さんは今年、

青年漁業士から指導漁業士へとなり

ました。平成5年度に青年漁業士の

認定を受け、漁業士になってから

「環境問題にこんなに真面目に取り

組んでいる漁業者がいるんだ」と、

とても驚いたそうです。

「そのころは木を植えましょうと

いっても、そんなに深くは考えてい

なかった。それで、周りの川を見渡

したら牧草地も川のギリギリまでき

ているし、川の水も子供の時とはず

いぶん違っていることに改めて気づ

かされた。ここは秋サケが水揚げの

７割を占めている。これは真剣に考

えないとダメだなと思った」

大樹漁協では毎年、女性部、青年

部と共に組合が主催して「漁民の森

植樹祭」を行っています。昨年11月

に北海道森林管理局と道漁連との間

で『清流を守り豊かな海を育むため

の森づくり活動の推進に関する基本

協定』が結ばれたことから、今年は

町や農協、森林組合などを巻き込ん

で大々的に植樹祭を行いました。

「環境を守るためには農、林、水

と一次産業同士の連携がもっと必要

になってくるが、団体としてお互い

に知る機会が意外とない」

小学生の息子がいる花川さんは、

小学校のPTA会長をしています。

「農家の子供も多いので小学校を

中心にして親同士、地域活動の中で

農業者、漁業者の交流ができるのは

有り難い」

い寂しいことはない。失敗した思い

出ばかりでも楽しかった、やってて

良かったといえるのは、みんなが集

まってくれたから。今の若者は家に

閉じこもりがちで、みんなで何かを

するのが苦手だというが、うちの青

年部は、集まりはいいみたいだ」

若者は情熱だ。青年部活動は失敗

してもいいから地元のためにいろい

ろ考えを持って何か試みてほしい、

どんどん挑戦してほしい、もっとや

れることはあるはず、と花川さんは

青年部にエールを送ります。

「漁業の魅力は、一生懸命やれば

やっただけのことが返ってくる、漁

があれば金がもらえるいわゆる歩合

給で、年功序列もなく、今流行りの

外資系企業みたいなものだ。船の設

備は良くなったが、労働の形は昔と

あまり変わっていない。まだまだ発

展途上だ。やり方によっては伸びる

要素があると思う。社会なんてサラ

リーマンでも漁師でも大変なのは皆

同じ。それなら漁業という道も捨て

たもんじゃない。面白い部分がある。

できれば、息子が後を継いでくれな

いかと願っている」

大樹漁協指導漁業士
花川　慶一さん
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失敗してもいい
若者は情熱と挑戦

組合主催で植樹祭 漁業の魅力は可能性

花川さんには4年ほど青年部長を

務めた経験があります。

「青年部活動はホタテから始まっ

ていろいろやったが、うまくいかな

かったことの方が多いかな。ワカサ

ギの稚魚をウグイに食べられないよ

う守るために囲った網が、いつの間

にか壊れて海に流れていたり、冬に

チェーンソーで氷を割って、寒い思

いをして一生懸命シジミを獲ったの

に、売ってみたら今一高く売れなく

てがっかりしたこともあった」

カキの養殖に関しては、試行錯誤

をくり返してうまくいくようにな

り、今でも青年部で行っています。

「身入り前のカキを宮城県から買

ってきて、3～4ヵ月吊るして身入り

させて売った。最初は沖の方に吊る

していたので、なかなか身が入らず

に苦労した。港の中でやるようにな

ってから軌道に乗り出した」

部長をやっていて、何かをする時

に人が集まるかどうかが一番の心配

事だったそうです。

「人が集まってくれないことぐら

失敗も楽しい思い出
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東北大学大学院農学研究科

水圏植物生態学研究室　教授

谷　口　和　也

今月の
講　座

栽栽培培漁漁業業公公社社紙紙上上大大学学

磯焼けの原因を探る

磯焼けと言う用語は、静岡県伊

豆半島東海岸で明治以前から語り

継がれてきた方言です。伊豆半島

東海岸では、褐藻カジメの海中林

が水深20ｍほどまでに形成され

ています。高水温・貧栄養の黒潮

が接岸すると、カジメが枯死し、

海中林は水深１～２ｍまでに縮小

します。すると、アワビが食物不

足で餓死し、棲み場を失った多く

の魚類も来遊しなくなって沿岸漁

業が成り立たなくなる大変困った

現象なのです。全国的に共通する

現象なので、一般に使用されるよ

うになりました。他の海域では寒

天の材料として収穫していたテン

グサの枯死・流失を意味します。

海外でもこの現象を荒地、空地、

海中林崩壊域、サンゴモ平原、桃

色の岩などと呼び、200年以上も

前から恐れています。

地球規模での温暖化傾向が続い

ている現在、日本ばかりか世界中

の岩礁海岸で磯焼けが著しく進行

し、大変心配されています。オー

ストラリアでは海中林が往時の

５％まで縮小したと報告されてい

ます。

磯焼けを克服するためには、磯

焼けの原因を科学的に明らかにし

て海中林造成などの対策を早急に

図る必要があります。

はじめに

海中林

磯焼け
植物や藻類が太陽の光エネルギ

ーを利用して水と二酸化炭素から

澱粉などの糖類を生産することを

光合成と言います。海中林（図１）

は１年間に１～８kg/㎡を生産し

ます。海中林の生産量は陸上植物

海中林には、葉上や根元に微少

な甲殻類や貝類が多数生息してい

ます。これらは、大型の甲殻類や

魚類の格好の食物となります。ま

た、アワビ・サザエ・ウニなど植

物食の動物は、海中林の落ち葉を

食物とします。さらにエビ・カニ

など大型甲殻類やメバル・カサ

ゴ・アイナメなど魚類は、採食だ

けでなく、生息や外敵からの逃避、

また産卵の場として集まってきま

す。このため海中林は、豊かな生

物社会を構成し、沿岸漁業でもっ

とも生産力が高い、主要な漁場と

なっています。

図１　褐藻アラメ海中林

海中林が崩壊して磯焼けになる

と、海中林に生活を依存する動物

がほとんどいなくなるので、沿岸

漁業は大打撃を受けます（図２）。

磯焼けがさらに進行すると、葉

状の海藻はほとんど消失し、海底

面はやや桃色がかった白色となり

ます（図３）。炭酸カルシウムを

多量に含む無節サンゴモと呼ばれ

る紅藻（ノリやテングサの仲間）

が海底面を被覆しているからなの

です。生きている石灰岩と言えま

しょう。優占する海藻名から無節

サンゴモ群落またはサンゴモ平原

と呼ばれます。

の最高値に等し

いか、またはは

るかに高い値で

す。このため岩

礁域は、面積で

は海洋全体の

0.1％以下にす

ぎませんが、生

産量では10％

以上にも及ぶの

です。
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無節サンゴモ群落になると、世

界中共通して何故かウニが著しく

増加します。図３の中に見られる

沢山の黒い点がそれです。磯焼け

になると何故ウニが増えるのかは

大きな謎でした。ウニは無節サン

ゴモに生活を依存していると考え

てよさそうです。事実、海外では

磯焼けの状態をウニ－サンゴモ群

集とも呼びます。

岩礁域には海中林を生産者とす

る生物社会と無節サンゴモ群落を

生産者とする生物社会がありま

す。このことは、環境変化にとも

なって生物社会が相互に変化する

ことを示しています。一方、岩礁

域は主に河川を介して陸上の影響

図２　磯焼けの発生 図３　磯焼けの持続

図４　富栄養化して透明度が低下した海底
図５　梅雨時に河川から海域に大量に流入する淡水と土

砂。対岸では海中林が崩壊している

人間活動による破壊

を常に受けています。特に人間活

動は、海中林に対して大部分破壊

的な影響をもたらします。これら

のことから、磯焼けは自然の変動

による場合と人為的影響による場

合とに分けて考える方が妥当では

ないかと思います。表１に磯焼け

の原因を示しました。

海洋汚染による富栄養化や透明

度の低下（図４）、淡水・土砂の

大量流入（図５）などが大きく関

わる海中林の崩壊は、その原因が

持続する限り沿岸生物を死滅に追

い込みます。しかし原因が人間自

身にあるので、自ら原因を明確に

認識し、自らの手でその原因を取

り去ることが海中林の修復と保全

にとってもっとも重要です。

札幌農学校（現、北海道大学）

の遠藤吉三郎先生は、大雨で河川

から海へ淡水が大量に流入し、塩

分濃度が低下して多くの海藻が死

亡するため、磯焼けが発生すると

考えました。そして、河川からの

大量出水を防ぐには「水源地方ノ

森林ノ濫伐ヲ制限シ輪伐法ニ依リ

テ絶ヘズ樹木アラシムル」と沿岸

環境の保全にとって重要な提案を

1911年当時すでに行っていま

す。

沿岸環境の保全は、国土保全に

直結する重要な課題なのです。森

林の役割はすでに充分に認識され

ていますが、田圃のもつダム機能

や環境浄化機能の重要性について

は未だ共通理解が不足しているの

ではないでしょうか。減反は、食

糧自給の面からだけでなく、国土



5

栽栽培培漁漁業業公公社社紙紙上上大大学学

保全の面からも議論すべきです。

私は良くないことだと考えていま

す。人間活動の破壊的な影響を定

量的に把握することは、現在大変

重要な課題です。

表１　海中林の衰退要因・形成阻害要因

図７　三陸・常磐沿岸におけるアラメ海中林と磯焼けの交代モデル

環境変化による
磯焼け

磯焼けの発生

海の環境は、水温・塩分・栄養

塩濃度などによって測定されま

す。これらは世界各地で古くから

測定されています。そのため現在

では、ある年の環境が平均的な値

（平年値）からどの程度かけ離れ

ているのか、その偏差値は直ぐに

でも計算できるようになっていま

す。環境の偏差値が高ければ高い

ほど、環境の異常性は高まります。

環境の異常性が高いほど、生物社

会への影響は大きくなります。磯

焼けは、環境の偏差値が高くなっ

て海中林が崩壊することによって

発生するので、環境の偏差値によ

って予測できると言えそうです。

正確な測定資料を持たなかった江

戸時代でも、海が例年より高水温

磯焼けになると、ウニ－サンゴ

モ群集と言われる生物社会とな

り、多数生息するウニの食害によ

って無節サンゴモ以外の海藻は生

育できないようになり、その生物

社会が長期に持続するようになり

ます。これが表１に示した生物の

影響を意味します。また、海藻の

種類によって温度に対する抵抗力

は異なるので、高水温では無節サ

ンゴモが高水温に弱い他の海藻の

着生を阻害するかも知れません。

環境の変化にはその他、津波・

火山爆発・洪水など突発的な環境

の激変があります。これら異常性

が極めて高い環境変化は、現状で

はほとんど予測できません。

であるとマコン

ブ（図６）は凶

作になると認識

されていまし

た。青森県の下

北 半 島 で は

1800年代の天

保年間に海流異

変としてすでに

記録されていま

す。

日本の沿岸には赤道から高水温

で貧栄養な黒潮とその分派である

対馬暖流が、北極海から低水温で

富栄養な親潮が流れ込んでいま

す。海中林と磯焼けは、これら暖

流と寒流との勢力関係の変化によ

って交代すると考えられていま

す。図７に三陸・常磐沿岸におけ

るアラメ海中林と磯焼けとの交代

過程を示しました。

図６　マコンブ群落
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親潮の勢いが弱い高水温・貧栄

養な環境で夏～秋に水温25℃以

上の期間が持続すれば、アラメ・

カジメ海中林は死亡率を上昇させ

て波打ち際の方へ極度に縮小しま

す。こうして磯焼けは発生します。

アラメ・カジメは、水温が28℃

以上になると確実に死亡します。

海が高水温で貧栄養になると、ア

ラメ・カジメにとって大変危険な

状態になるのです。高水温・貧栄

養の持続は、アラメ・カジメの発

芽を抑制します。コンブ類ではさ

らに低い水温でも死亡し、発芽も

抑制されるでしょう。

海が高水温・貧栄養な環境にな

ると、台風など大きな時化が頻発

するようになります。日本や北米

の沿岸では、その時の強い波動に

よって海中林が海底から大量に離

脱することが海中林崩壊の原因の

一つに数えられています。

多くの海中林は、生育している

状態であれば多量のポリフェノー

ルを含んでいるので、ウニなどに

は容易に食われません。しかし、

落ち葉になるとポリフェノールが

溶け出すので、良く食われるよう

海中林の崩壊によって浅所まで

拡大した無節サンゴモ群落中に何

故ウニが増えるのでしょうか。無

節サンゴモは揮発物質のジブロモ

メタンを常時多量に分泌していま

す。着底・変態期に入ったウニの

低水温・富栄養な親潮が勢いを

回復すると、冬～夏には寿命は数

ヶ月と短いのですが、成長の速い

小形海藻が、次いでワカメやウル

シグサなど大形ではあっても寿命

が短い海藻が繁茂します。これら

寿命が短い海藻は、成長速度を速

めることによって植物食の動物に

対抗しています。つまり、動物が

食いきれないほどの速さで成長す

るのです。道東のナガコンブでは、

幼生（図８）は、ジブロモメタン

に触れると速やかに棘のあるウニ

の身体に変態します（図９）。つ

まり、無節サンゴモ群落はウニに

とっては発生の場であったので

す。大量に増加するウニは、無節

サンゴモの表面に着生して発芽し

ようとする多くの海藻を食べてし

まいます。その結果海藻が成長で

きないので、磯焼けが持続すると

考えられています。無節サンゴモ

は枯死した表層細胞を人間の垢の

ように剥離しますが、ウニはそれ

も効率的に食べています。ウニは

無節サンゴモに対して発生の場を

提供してもらった恩返しをしてい

るようにも思えます。

１日あたり30cmも伸びると報告

されています。一方、小形ではあ

っても寿命が数年と比較的長寿命

の海藻はウニなど植物食の動物に

とっては毒物であるテルペンなど

の化学物質を生産し、それらを排

除します（図10）。

低水温・富栄養な環境では、海

中林を構成するコンブの仲間にと

っては発芽に好適な条件になるの

で、同時に大量に発芽します。無

節サンゴモ群落に発芽したコンブ

の仲間は、通常ウニなどによって

食われてしまいます。しかし、寿

命は短いが成長の速い海藻が繁茂

していれば、生き残る確率が高く

なります。また、植物食の動物を

排除する物質を生産する海藻が生

育していれば、海中林を構成する

コンブの仲間は無事に成長できま

す。こうして海中林が再び形成す

るのです。

磯焼けの持続

海中林の形成

海中林の維持

図８　キタムラサキウニ８腕後期プルテウス幼生 図９　ジブロモメタンによって変態したウニ
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になります。丁度、渋柿が甘柿に

なるのと同じ理屈です。つまり、

海中林は毒物とは言えないまでも

植物食の動物に対して化学的に防

御していると言えるでしょう。

海中林は、陸上の森林とまった

く同様に林冠を形成するので林床

はいつも薄暗く、他の海藻はあま

り生育できません。このことは、

逆に高齢な大型個体が死亡して林

床に光が差し込むようになると海

藻は生育できることを意味してい

ます。大型個体が死亡して光が差

し込むようになった場所をギャッ

プと言い（図11）、そこに後継群

が発芽するのです。このことをギ

ャップ更新と言います。海中林は、

陸上森林とまったく同じギャップ

更新で群落を維持、更新している

のです。

私は、2005年３月に積丹町で

磯焼けに関する講演をさせていた

だきました。その時、お一人の方

から次のような大変興味深いお話

を伺いました。

「今、多くの研究者はウニだけ

を悪者にしている。私が若かった

頃、未だニシンが沢山捕れていた

海水中の栄養塩濃度が海中林の形

成にとって如何に重要であるかを

示しています。実際、ウニが沢山

生息していても低水温・富栄養な

環境になった年、例えば1981、

1984、1992年には北海道日本

海沿岸でもホソメコンブが水深５

～６ｍまでにも大量に繁茂したの

でした。

現在でもニシンの〆糟と同じよ

うな例があります。寿都町六条と

矢追は、50年以上も磯焼けが持

続していましたが、ウニの大量駆

除によって海中林の造成に成功し

た世界的にも有名な海域です。そ

の後、六条にはヒラメの種苗生産

施設が建設されました（図12）。

その施設の排水口付近には、ホソ

メコンブと言うよりむしろマコン

ブかリシリコンブに近いほど大型

のコンブが広範囲に生育している

のです。周辺の海域は、キタムラ

サキウニが多量に生息し、真っ白

な磯焼けの海底なのに。

この事実は、磯焼けを理解する

ためには、単にウニだけに注目す

るのではなく、岩礁域の生物社会

全体の成り立ちを理解しなければ

ならないことを教えています。ま

た、温暖化傾向にある現在の環境

下での海中林造成技術のあり方を

指し示しています。これらを含め

た海中造林技術の現状などについ

ては、別の機会にお話させていた

だきたいと思います。

おわりに

図11 陸上森林におけるギャップ 図12 寿都町六条におけるヒラメ種苗生産施設の排水口

頃には、浜では

ニシンを炊いて

〆糟を作ってい

た。大量の排水

が海に流し込ま

れていた。その

流域にはコンブ

が黒々と生えて

いた。ウニは今

以上にいたよう

に思う。」

この事実は、

図10 寿都湾の磯焼け域に生育するウニなど植物食の動
物を化学物質によって排除する紅藻マギレソゾ
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母 母 母 大樹漁協女性部長

伊藤るり子さ
ん

9月の大樹町柏林公園まつりに

毎年、秋味鍋を作って売っていま

す。30年ほど前から始まったお

祭りで、漁協女性部では一回目か

ら参加していますが、当時は

O157の問題もなく、イクラ丼や

メフン、ニシンの切り込みなども

出していたと聞いています。今は

イカ焼きなどを出していますが、

サケの心臓の串焼きは、滅多に

食べられないと町の人に大好評

です。先輩たちが何もないとこ

ろから土台を作ってくれて今に

至っている事業なので、これか

らも継続していきたいなと思っ

ています。

また、12月には、青年部が行

っている水産加工品の即売会に3

年前から参加させてもらい、ガ

ンジのみりん干しと塩干しを作

って売っています。（売れるかど

うか）考えているよりもまず実

行してみようと、最初は60袋ぐ

らい作って売りましたが、もの

の15分ほどで完売しました。去

年は250袋作りましたが、30分

で売れてしまい、参加してくれ

た部員さんは、完売したときの

達成感や充実感がすごく嬉しか

ったようで、次はもっと増やそ

うとの声が上がっています。仕事

が終わってから皆で集まって作る

のも、また、楽しみのひとつとな

っています。

勇ましいところでは、私たち女

性部は自衛消防団の団員となり、

お父さんの代わりもしている為、

火事が起きたときに対処できるよ

うにと、昔からここの母さんたち

は入団しています。消火栓を開き、

水圧に負けないくらいのパワーで

消火訓練を行い、そこに、若いお

嫁さんもたくさん参加してくれる

のでとても頼もしいです。

先輩が築いた土台を大切に


